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代表の中島さん（前列左から４人目）、指導
者の古髙さん（後列中央）と一緒に

文化祭の発表は、カラフルな気功ウエア（写真は昨年の文化祭）

西宮いきいき体操の他に、塗り
絵などもします

静かな音楽に合わせて、心静かに練習…

定期使用グループの紹介
若竹気功グループ

【いきいき体操津田町】 【悠　々　会】

【いきいき体操あしはら】【10 号棟自治会「さくら会」】

若竹公民館

No.5
活動内容 例会・曜日 時　　間 会費（月額） 入会金 活動場所

気功 第1・3 金曜日 17：30〜19：00 3,000 円 なし 講堂

　若
竹
公
民
館
で
は
、
健
康
維
持
や
趣
味
を
生
か
す
な
ど
、
自

分
自
身
を
高
め
る
た
め
、
自
分
に
合
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

①
発
足
し
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
若

竹
公
民
館
グ
ル
ー
プ
に
登
録
し
ま

し
た
。

②
結
成
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
地
域
の
人
た
ち
の
健
康
と
意
欲

向
上
が
目
的
で
し
た
。

③
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
何
人
？
　

　
12
人
で
す
。

④
最
高
齢
者
は
何
歳
？

　
す
て
き
な
88
歳
で
す
。

⑤
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
？

　
近
隣
住
民
、
甲
子
園
、
夙
川
、

甲
陽
園
方
面
か
ら
も
来
て
い
ま
す
。

い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
と
、
穏
や

か
な
雰
囲
気
の
皆
さ
ん
で
す
。

る
通
路
）
だ
け
で
な
く
、
学
説
に

よ
る
と
内
臓
に
ま
で
刺
激
を
与
え

る
健
康
法
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
効

果
を
実
感
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

⑦
募
集
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

　
健
康
は
大
切
で
、
自
分
自
身
を

は
じ
め
、
家
族
や
友
人
た
ち
を
助

け
る
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　
何
歳
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
、
体

の
調
子
に
合
わ
せ
な
が
ら
続
け
ら

れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

⑥
長
く
続
け
る
秘ひ

訣け
つ
は
？

　
無
理
や
過
度
な
運
動
が
な
く
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
、
効
率

よ
く
体
を
ほ
ぐ
す
よ
う
に
構
成
さ

れ
た
動
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
筋
骨
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
生

活
習
慣
病
を
改
善
し
、
副
交
感
神

経
を
高
め
、
自
身
の
体
へ
意
識
を

向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
へ
良
い

影
響
を
与
え
、
認
知
症
予
防
に
も
。

つ
ぼ
や
経
路
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ

＊
指
導
者�

古
髙
　春
樹
さ
ん

・
導
引
養
生
功
日
本
総
本
部

�

神
戸
協
会
代
表

・
健
身
気
功
日
本
総
本
部

�

関
西
委
員
長

　
古
髙
さ
ん
は
、
祖
母
、
母
親
か
ら

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
代
表
の
中
島
妙

子
さ
ん
は
、
発
足
当
初
か
ら
グ
ル
ー

プ
の
代
表
を
続
け
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年

��

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

��

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！

こ
と
ぶ
き
給
食
会

西
宮
い
き
い
き
体
操

の
グ
ル
ー
プ

　「ことぶき給食会」は、ボランティアグループ「あじさ
い会」「ゆうぜん会」の協力を得て実施しています。
　対　象 ： 70歳以上
　開　催 ： 毎月第２火曜日（８月は休み）
　場　所 ： 若竹生活文化会館

　「大黒湯」「戎
えびす
湯」「三福湯」の

３カ所の銭湯が統合された「芦
乃湯会館」が、平成 12年 10月
に完成。「大黒湯」の跡地には、
大黒会館が平成 18 年に開館し
ました。

　少ない人数でも
笑顔はいっぱい！

←�
ゆ
う
ぜ
ん
会
は

ベ
ー
ジ
ュ
の
エ
プ
ロ
ン

壁
画
は
大
黒
湯
に
あ
っ

た
タ
イ
ル
画
で
す�

↓

→�
あ
じ
さ
い
会
は

赤
い
エ
プ
ロ
ン

広告広告
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�

西
日
本
豪
雨
災
害

�

大
阪
府
北
部
地
震

・
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

�

７
月
豪
雨
災
害

�

（
熊
本
県
を
中
心
に
各
地
）

・
２
０
２
４
年

�

能
登
半
島
地
震

防
災
マ
ッ
プ
（
八
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
の
活
用

☆
乳
幼
児
向
け
の
防
災
ア
ニ

メ
を
制
作
。
Y
o
u
T
u
b
e
で

全
３
話
を
公
開
中
。

　
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
、
令
和
７

年
１
月
17
日
で
30
年
を
迎
え
ま
す
。

当
時
、
西
宮
に
は
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

　
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
N
V
N
A
D
）

は
、
震
災
か
ら
２
週
間
後
の
２
月

１
日
、
西
宮
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
西
宮
市
が
連
携
し
て
発
足
し
た
団

体
で
す
。当
初
は「
西
宮
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
防
災
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
や
講
座

〈
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・６
〉

　
今
年
元
日
、
石
川
県
を
中
心
に
、

想
定
外
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

道
路
の
陥
没
や
隆
起
が
多
く
見
ら

れ
、
停
電
や
断
水
な
ど
に
よ
り
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ま
ひ
。
自
宅
の

被
害
だ
け
で
な
く
、
避
難
所
な
ど

で
の
生
活
環
境
に
大
き
な
影
響
が

出
ま
し
た
。

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
N
V
N
）」の
名

称
で
、
市
内
の
被
災
者
の
支
援
活

動
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
で
す

が
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連

携
が
被
災
者
支
援
に
効
果
的
だ
っ

た
た
め
、
後
に
「
西
宮
方
式
」
と

各
方
面
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◎
２
本
柱
の
活
動
に

　
翌
年
１
月
に
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
教
訓
を
、
今
後
の
災
害
に

生
か
し
て
い
く
た
め
、
名
称
を
現

在
の
も
の
に
改
称
。
活
動
の
範
囲

を
広
げ
て
取
り
組
み
、「
災
害
救

援
」
と「
防
災
啓
発
」
の
２
本
柱

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認定ＮＰＯ法人
日本災害救援ボランティアネットワーク（ＮⅤＮＡＤ）

自作担架での救護の体験
黄色の表紙のマップ

災害時の停電時の歩行体験

防
災
啓
発
に
も
取
り
組
む

能
登
半
島
地
震
発
生

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

災害は決して
他人ごとではない！
災害は決して
他人ごとではない！

来
年
30
年
を
迎
え
る

こ
れ
ま
で
の
主
な

�

災
害
の
救
援
活
動
ー

・
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

�

日
本
海
重
油
事
故
災
害

・
２
０
０
４
年

�

新
潟
県
中
越
地
震

・
２
０
０
７
年

�

新
潟
県
中
越
沖
地
震

・
２
０
０
９
年

�

佐
用
町
水
害

・
２
０
１
１
年

�

東
日
本
大
震
災

・
２
０
１
４
年

�

丹
波
市
豪
雨
災
害

・
２
０
１
６
年

�

熊
本
地
震

・
２
０
１
８
年

の
活
動
を
は
じ
め
、
大
人
や
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
「
森
林
体

験
ツ
ア
ー
」「
わ
が
ま
ち
再
発
見

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
子
ど
も
防

災
ク
ラ
ブ
」「
防
災
パ
ー
ク
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企

画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
誰
で
も
、
楽

し
く
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
」。
こ
れ
ら
を
大
切
に
、
体
験
型

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
２
日
、
緊
急
会
議
を
開
き
、

４
～
８
日
の
５
日
間
、
市
内
の
各

駅
で
街
頭
募
金
を
実
施
。「
支
援

を
よ
ろ
し
く
！
」
な
ど
、
多
く
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
第
１
陣
が
現
地
へ

　
い
よ
い
よ
１
月
６
～
８
日
の
日

程
で
、
第
１
陣
の
先
遣
隊
と
し
て
、

大
阪
大
学
と
連
携
し
て
能
登
半
島

に
役
員
と
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
遣
隊
は
、
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
ま
で

電
車
で
、
七
尾
市
に
は
レ
ン
タ

カ
ー
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

到
着
し
た
避
難
所
の
中
島
小
学
校

に
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
人
た

ち
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　
企
業
や
個
人
か
ら
団
体
に
寄
贈

さ
れ
た
、
マ
フ
ラ
ー
や
厚
手
の
靴

下
、
カ
イ
ロ
や
着
替
え
な
ど
の
救

援
物
資
は
、
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　
第
２
陣
以
降
は
、
６
月
ま
で
に

計
20
回
以
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
現
地
に
足
を
運
び
、
輪

島
市
や
羽は

咋く
い

市
、
中
能
登
町
や
内

灘
町
な
ど
で
、
救
援
物
資
や
家
屋

の
片
付
け
、
足
湯
、
交
流
サ
ロ
ン

な
ど
で
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
復
興
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要

な
の
で
、
今
後
は
大
阪
大
学
だ
け

で
は
な
く
、
関
西
学
院
大
学
な
ど

と
も
連
携
し
、
仮
設
団
地
の
入
居

者
や
在
宅
避
難
者
に
対
す
る
見
守

り
活
動
な
ど
を
中
心
に
、
引
き
続

き
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
地
震
だ
け
で
な
く
、
水

害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
起

こ
る
た
び
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出

て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
災
害

弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
害

が
あ
る
人
た
ち
で
す
。

　
平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨

災
害
で
、
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町

で
は
51
人
が
犠
牲
。
そ
の
約
８
割

が
災
害
弱
者
。
避
難
が
遅
れ
た
主

な
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・�

日
頃
か
ら
、マ
ッ
プ（
右
の
冊
子
）

は
身
近
な
場
所
に
置
い
て
お
く

・�

大
雨
の
状
況
は
、気
象
庁
の「
キ

キ
ク
ル
」
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
で
検
索
で
き
ま
す

・�

地
震
発
生
時
の
対
応
は
、
揺
れ

が
収
ま
っ
た
ら
広
場
な
ど
の
安

全
な
場
所
に
逃
げ
る

・�

避
難
す
る
場
所
は
、
家
族
で
相

談
し
て
決
め
て
お
く

災害は忘れた頃に
やってくる時代は終わった！

① �南海トラフ地震、水害や土砂災害など「明日に来
てしまうかも！」と、災害を身近なことだと捉える

② �公的な支援だけを待つのではなく、自分自身や家
族で日頃から、できる備えを再確認しておく

③ �自治会活動や地域の行事などにも、積極的に顔を
出して地域や近隣とのつながりを大切にしておく

　いざというときに、1人でも多くの大切な命を守る
ことにつながります。
　地域のみんなが助かるコミュニティーを、一緒に
つくっていきましょう！

能登半島での足湯のボランティア

東日本大震災での支援活動

給排水管改修工事　設備点検
メンテナンス業務　空調工事

「スイカンなら大丈夫」と安心して頂けること
私達の目指すのは信頼度オンリーワンの企業

西宮市西宮浜3丁目14-3　 TEL（0798）22-9185(代表）  http://suikan.co.jp
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年
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日
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地
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。
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宮
方
式
」
と

各
方
面
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◎
２
本
柱
の
活
動
に

　
翌
年
１
月
に
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
教
訓
を
、
今
後
の
災
害
に

生
か
し
て
い
く
た
め
、
名
称
を
現

在
の
も
の
に
改
称
。
活
動
の
範
囲

を
広
げ
て
取
り
組
み
、「
災
害
救

援
」
と「
防
災
啓
発
」
の
２
本
柱

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認定ＮＰＯ法人
日本災害救援ボランティアネットワーク（ＮⅤＮＡＤ）

自作担架での救護の体験
黄色の表紙のマップ

災害時の停電時の歩行体験

防
災
啓
発
に
も
取
り
組
む

能
登
半
島
地
震
発
生

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

災害は決して
他人ごとではない！
災害は決して
他人ごとではない！

来
年
30
年
を
迎
え
る

こ
れ
ま
で
の
主
な

�

災
害
の
救
援
活
動
ー

・
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

�

日
本
海
重
油
事
故
災
害

・
２
０
０
４
年

�

新
潟
県
中
越
地
震

・
２
０
０
７
年

�

新
潟
県
中
越
沖
地
震

・
２
０
０
９
年

�

佐
用
町
水
害

・
２
０
１
１
年

�

東
日
本
大
震
災

・
２
０
１
４
年

�

丹
波
市
豪
雨
災
害

・
２
０
１
６
年

�

熊
本
地
震

・
２
０
１
８
年

の
活
動
を
は
じ
め
、
大
人
や
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
「
森
林
体

験
ツ
ア
ー
」「
わ
が
ま
ち
再
発
見

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
子
ど
も
防

災
ク
ラ
ブ
」「
防
災
パ
ー
ク
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企

画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
誰
で
も
、
楽

し
く
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
」。
こ
れ
ら
を
大
切
に
、
体
験
型

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
２
日
、
緊
急
会
議
を
開
き
、

４
～
８
日
の
５
日
間
、
市
内
の
各

駅
で
街
頭
募
金
を
実
施
。「
支
援

を
よ
ろ
し
く
！
」
な
ど
、
多
く
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
第
１
陣
が
現
地
へ

　
い
よ
い
よ
１
月
６
～
８
日
の
日

程
で
、
第
１
陣
の
先
遣
隊
と
し
て
、

大
阪
大
学
と
連
携
し
て
能
登
半
島

に
役
員
と
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
遣
隊
は
、
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
ま
で

電
車
で
、
七
尾
市
に
は
レ
ン
タ

カ
ー
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

到
着
し
た
避
難
所
の
中
島
小
学
校

に
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
人
た

ち
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　
企
業
や
個
人
か
ら
団
体
に
寄
贈

さ
れ
た
、
マ
フ
ラ
ー
や
厚
手
の
靴

下
、
カ
イ
ロ
や
着
替
え
な
ど
の
救

援
物
資
は
、
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　
第
２
陣
以
降
は
、
６
月
ま
で
に

計
20
回
以
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
現
地
に
足
を
運
び
、
輪

島
市
や
羽は

咋く
い

市
、
中
能
登
町
や
内

灘
町
な
ど
で
、
救
援
物
資
や
家
屋

の
片
付
け
、
足
湯
、
交
流
サ
ロ
ン

な
ど
で
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
復
興
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要

な
の
で
、
今
後
は
大
阪
大
学
だ
け

で
は
な
く
、
関
西
学
院
大
学
な
ど

と
も
連
携
し
、
仮
設
団
地
の
入
居

者
や
在
宅
避
難
者
に
対
す
る
見
守

り
活
動
な
ど
を
中
心
に
、
引
き
続

き
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
地
震
だ
け
で
な
く
、
水

害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
起

こ
る
た
び
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出

て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
災
害

弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
害

が
あ
る
人
た
ち
で
す
。

　
平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨

災
害
で
、
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町

で
は
51
人
が
犠
牲
。
そ
の
約
８
割

が
災
害
弱
者
。
避
難
が
遅
れ
た
主

な
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・�

日
頃
か
ら
、マ
ッ
プ（
右
の
冊
子
）

は
身
近
な
場
所
に
置
い
て
お
く

・�

大
雨
の
状
況
は
、気
象
庁
の「
キ

キ
ク
ル
」
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
で
検
索
で
き
ま
す

・�

地
震
発
生
時
の
対
応
は
、
揺
れ

が
収
ま
っ
た
ら
広
場
な
ど
の
安

全
な
場
所
に
逃
げ
る

・�

避
難
す
る
場
所
は
、
家
族
で
相

談
し
て
決
め
て
お
く

災害は忘れた頃に
やってくる時代は終わった！

① �南海トラフ地震、水害や土砂災害など「明日に来
てしまうかも！」と、災害を身近なことだと捉える

② �公的な支援だけを待つのではなく、自分自身や家
族で日頃から、できる備えを再確認しておく

③ �自治会活動や地域の行事などにも、積極的に顔を
出して地域や近隣とのつながりを大切にしておく

　いざというときに、1人でも多くの大切な命を守る
ことにつながります。
　地域のみんなが助かるコミュニティーを、一緒に
つくっていきましょう！

能登半島での足湯のボランティア

東日本大震災での支援活動

給排水管改修工事　設備点検
メンテナンス業務　空調工事

「スイカンなら大丈夫」と安心して頂けること
私達の目指すのは信頼度オンリーワンの企業

西宮市西宮浜3丁目14-3　 TEL（0798）22-9185(代表）  http://suikan.co.jp
広告 広告広告



（1） （4）令和6年 9月 1日第384号 芦 原わが街 令和6年 9月 1日第384号 芦 原わが街

発　行
責任者 木 下 暁 美　

第３８４号
２０２４．９．１．

発行／／芦原地域
　　　　　コミュニティ
T E L　３３−１０６９

代表の中島さん（前列左から４人目）、指導
者の古髙さん（後列中央）と一緒に

文化祭の発表は、カラフルな気功ウエア（写真は昨年の文化祭）

西宮いきいき体操の他に、塗り
絵などもします

静かな音楽に合わせて、心静かに練習…

定期使用グループの紹介
若竹気功グループ

【いきいき体操津田町】 【悠　々　会】

【いきいき体操あしはら】【10 号棟自治会「さくら会」】

若竹公民館

No.5
活動内容 例会・曜日 時　　間 会費（月額） 入会金 活動場所

気功 第1・3 金曜日 17：30〜19：00 3,000 円 なし 講堂

　若
竹
公
民
館
で
は
、
健
康
維
持
や
趣
味
を
生
か
す
な
ど
、
自

分
自
身
を
高
め
る
た
め
、
自
分
に
合
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

①
発
足
し
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
若

竹
公
民
館
グ
ル
ー
プ
に
登
録
し
ま

し
た
。

②
結
成
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
地
域
の
人
た
ち
の
健
康
と
意
欲

向
上
が
目
的
で
し
た
。

③
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
何
人
？
　

　
12
人
で
す
。

④
最
高
齢
者
は
何
歳
？

　
す
て
き
な
88
歳
で
す
。

⑤
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
？

　
近
隣
住
民
、
甲
子
園
、
夙
川
、

甲
陽
園
方
面
か
ら
も
来
て
い
ま
す
。

い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
と
、
穏
や

か
な
雰
囲
気
の
皆
さ
ん
で
す
。

る
通
路
）
だ
け
で
な
く
、
学
説
に

よ
る
と
内
臓
に
ま
で
刺
激
を
与
え

る
健
康
法
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
効

果
を
実
感
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

⑦
募
集
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

　
健
康
は
大
切
で
、
自
分
自
身
を

は
じ
め
、
家
族
や
友
人
た
ち
を
助

け
る
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　
何
歳
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
、
体

の
調
子
に
合
わ
せ
な
が
ら
続
け
ら

れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

⑥
長
く
続
け
る
秘ひ

訣け
つ
は
？

　
無
理
や
過
度
な
運
動
が
な
く
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
、
効
率

よ
く
体
を
ほ
ぐ
す
よ
う
に
構
成
さ

れ
た
動
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
筋
骨
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
生

活
習
慣
病
を
改
善
し
、
副
交
感
神

経
を
高
め
、
自
身
の
体
へ
意
識
を

向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
へ
良
い

影
響
を
与
え
、
認
知
症
予
防
に
も
。

つ
ぼ
や
経
路
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ

＊
指
導
者�

古
髙
　春
樹
さ
ん

・
導
引
養
生
功
日
本
総
本
部

�

神
戸
協
会
代
表

・
健
身
気
功
日
本
総
本
部

�

関
西
委
員
長

　
古
髙
さ
ん
は
、
祖
母
、
母
親
か
ら

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
代
表
の
中
島
妙

子
さ
ん
は
、
発
足
当
初
か
ら
グ
ル
ー

プ
の
代
表
を
続
け
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年

��
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

��
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！

こ
と
ぶ
き
給
食
会

西
宮
い
き
い
き
体
操

の
グ
ル
ー
プ

　「ことぶき給食会」は、ボランティアグループ「あじさ
い会」「ゆうぜん会」の協力を得て実施しています。
　対　象 ： 70歳以上
　開　催 ： 毎月第２火曜日（８月は休み）
　場　所 ： 若竹生活文化会館

　「大黒湯」「戎
えびす
湯」「三福湯」の

３カ所の銭湯が統合された「芦
乃湯会館」が、平成 12年 10月
に完成。「大黒湯」の跡地には、
大黒会館が平成 18 年に開館し
ました。

　少ない人数でも
笑顔はいっぱい！

←�
ゆ
う
ぜ
ん
会
は

ベ
ー
ジ
ュ
の
エ
プ
ロ
ン

壁
画
は
大
黒
湯
に
あ
っ

た
タ
イ
ル
画
で
す�

↓

→�
あ
じ
さ
い
会
は

赤
い
エ
プ
ロ
ン

広告広告


